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児島新太郎
こじま・しんたろう　1973年愛知県出まれ。98年金沢美術工
芸大学大学院修了。現在光風会理事、日展会員、金沢学院
短期大学准教授。

information 個展（7月9日～15日・大丸東京店、7月30日～
8月5日・松坂屋名古屋店）

私にとって衣装は、単なる装いではなく気配の器
です。布に宿る時間の層が、まとう人の姿と重な
り合い、目に見えない存在の輪郭を描き出すこと
を意識しています。

佐藤和歌子
さとう・わかこ　1980年熊本県生まれ。2006年崇城大学大学
院芸術研究科修士課程修了。 現在日展会員、新日春展会員、
崇城大学芸術学部准教授。

information 第59回日春展（4月18日～24日・東京都美術
館）、第11回日展（4月25日～ 5月11日・富山県民会館美術館）

民族衣装を纏う人物を描くとき、異国への憧憬と
共にその国が大切にしてきた文化、歩んできた歴
史を背景に連綿と受け継がれてきた長い物語を、
衣装に施された刺繡のひと針ひと針であるよう
に、大切に読み解く気持ちで制作をしています。 「風の輪郭」 2025年　油彩、パネル　6号S
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